
い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
301
回

　
　
　
　
　
　
　
「
和
泉
木
綿
の
は
じ
ま
り
と
展
開
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑱
　　　～旅引付編（2）「円満寺」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　前回紹介した「長福寺跡」を一望できる場所に現存する「円満
寺（えんまんじ）」も、約500年前に九条政基が日根荘での生活
を綴った日記「政基公旅引付」において記載されている文化財の
一つです。
　文亀3（1503）年に入山田村（現在の大木・土丸）の人々が円
満寺で般若心経一万巻を講読して祈祷し、一万度参りをしたこと
が旅引付に記載されています。また、円満寺は九条政基によって
番頭が窃盗犯を留置する場にもなっていたほか、守護方の日根野
氏が日根野村の東方へ乱入してきた際には、早鐘を鳴らして住民
を招集することもあったそうです。
　円満寺は現在も下大木地区の集会所として利用され、「講」な
ども行われています。

▲糸紡ぎ機（当館蔵）

　

今
号
か
ら
は
、
１
月
23
日
㈯
よ

り
開
催
さ
れ
る
冬
季
企
画
展
「
タ

オ
ル
誕
生
―
和
泉
木
綿
の
紡
い
だ

軌
跡
―
」
に
関
連
し
て
、
泉
佐
野

に
お
け
る
タ
オ
ル
誕
生
の
歴
史
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
第
１
回
目
は
、
泉
佐
野
で
の

木
綿
栽
培
の
は
じ
ま
り
と
展
開
に

つ
い
て
で
す
。

　

木
綿
が
日
本
で
最
初
に
伝
わ
っ

た
の
は
延
暦
18
（
７
９
９
）
年
の

こ
と
で
す
。
三
河
国
（
現
在
の
愛

知
県
）
に
漂
着
し
た
船
に
よ
っ
て

日
本
へ
綿
の
種
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
木
綿
栽
培
は
日
本
に
定
着

せ
ず
、
本
格
的
に
日
本
で
木
綿
が

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦

国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

し
た
。

　

泉
州
に
お
い
て
木
綿
栽
培
が
盛

ん
に
な
る
の
は
戦
国
時
代
も
終
わ

る
頃
、
慶
長
年
間
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
小
堀
家
の
代
官
を
務
め
た

中
庄
の
新
川
家
に
伝
わ
る
慶
長
６

（
１
６
０
１
）
年
の
「
中
庄
村
年
貢

米
中
算
用
払
状
」
に
、
御
用
と
し

て
綿
が
納
め
ら
れ
た
記
録
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
泉
佐
野
に
お
い
て
も

戦
国
時
代
頃
よ
り
木
綿
の
栽
培
が

始
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

木
綿
は
換
金
性
が
高
い
こ
と
か
ら

江
戸
時
代
を
通
し
て
商
品
作
物
と

し
て
栽
培
さ
れ
、
農
家
が
現
金
収

入
を
得
る
た
め
の
主
要
な
副
業
と

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

▲円満寺（大木）

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
漁
民

の
活
躍
が
著
し
い
泉
佐
野
で
は
、
イ

ワ
シ
を
干
し
て
作
る
干
鰯
と
い
う
肥

料
が
手
に
入
り
や
す
い
こ
と
か
ら
木

綿
栽
培
に
適
し
た
土
壌
を
整
え
や
す

く
、
生
産
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
木
綿
栽
培
が
盛
ん
に
な

る
と
同
時
に
木
綿
の
加
工
業
や
織
物

を
取
引
す
る
商
業
も
起
こ
り
ま
し

た
。
栽
培
さ
れ
た
木
綿
は
、
実
綿
か

ら
種
を
取
り
除
く
綿
繰
と
い
う
工

程
、
繰
綿
を
紡
い
で
糸
に
す
る
工

程
、
紡
い
だ
糸
を
織
物
に
す
る
工
程

な
ど
を
経
て
反
物
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
工
程
は
主
に
女
性
の
副
業
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
元
禄

期
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
３
年
）
以

降
専
業
化
し
て
い
き
、
繰
綿
屋
や
織

屋
な
ど
の
専
門
業
者
が
誕
生
し
ま
し

た
。
和
泉
地
域
で
生
産
さ
れ
た
木

綿
は
、「
白
木
綿
」
と
呼
ば
れ
る
薄

地
の
木
綿
で
あ
る
の
が
特
徴
で
、
厚

地
の
河
内
木
綿
と
は
異
な
り
、
手
拭

い
や
着
物
の
裏
地
に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
和
泉
木
綿
の
生
産
量
は
河
内
木

綿
を
は
る
か
に
凌
い
で
お
り
、
天
明

７
（
１
７
８
７
）
年
に
お
け
る
泉
州

地
域
の
白
木
綿
の
生
産
量
は
50
〜

60
万
反
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
木
綿
の
生
産
や
綿
織

物
業
が
発
展
す
る
一
方
、
商
品
作
物

の
生
産
が
農
業
生
産
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
と
判
断
し
た
岸
和
田
藩
は
、

宝
永
３
（
１
７
０
６
）
年
に
綿
織
物

業
に
対
す
る
規
制
を
か
け
ま
す
。
し

か
し
あ
ま
り
効
果
は
な
く
、
綿
織
物

業
は
更
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
宝

永
６
（
１
７
０
９
）
年
、
和
歌
山
へ

向
か
う
道
中
の
儒
学
者 

伊
藤
東
涯

が
「
堺
か
ら
こ
こ
（
樫
井
）
に
至
る

ま
で
、
沿
岸
部
は
平
ら
な
田
畑
で
あ

り
、
皆
目
み
な
木
綿
で
あ
る
」
と
記

し
て
お
り
、
当
時
の
泉
佐
野
に
お
け

る
木
綿
業
の
繁
栄
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。歴

史
館
い
ず
み
さ
の

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

展
示
改
修
業
務
に
伴
い
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

１
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮

20広報いずみさの 令和3年1月号

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料
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